
【SR-8　評価シート　エビデンス総体（絶対効果指標の結果を記入する場合）】
診療ガイド

ライン

対象

介入

対照

エビデンス総体

アウトカム

研
究
デ
ザ
イ
ン
／
研

究
数

＊

バ
イ
ア
ス
リ
ス
ク

＊

非
一
貫
性

＊

不
精
確
性

＊

非
直
接
性

＊

そ
の
他
（
出
版
バ

イ
ア
ス
な
ど
）

＊

上
昇
要
因

（
観
察
研
究
）

対
照
群
分
母

対
照
群
分
子 （％）

介
入
群
分
母

介
入
群
分
子 （％）

効
果
指
標

（
種
類
）

効
果
指
標
統
合
値

95
%
信
頼
区
間

＊
＊

エ
ビ
デ
ン
ス
の

強
さ

＊
＊
＊

重
要
性

コメント

絶
対
効
果

効
果
指
標
統
合
値

95
%
信
頼
区
間

OSの短縮 RCT/1 0 0 0 -1 510 467 91.6% 506 476 94.1% HR 0.69 0.50-0.97 中 9 RD -0.03
 (-0.06
to 0.01)

IDFS/DFSの短縮 RCT/1 0 0 0 -1 510 451 88.4% 506 461 91.1% HR 0.74 0.56-0.98 中 8 RD -0.00
 (-0.02
to 0.02)

発熱性好中球減少症の減少 RCT/1 0 0 0 -1 510 13 2.50% 506 25 5% OR 1.99 1.00-3.93 中 5
イベント
数がすく
ない

RD 0.02
 (0.00 to
0.05)

OSの短縮
長いフォ
ローアップ

170人の
HER2測
定のうち
陽性は46

質の高い
RCT1本

IDFS/DFSの短縮
長いフォ
ローアップ

170人の
HER2測
定のうち
陽性は46

質の高い
RCT1本

発熱性好中球減少症の減少

170人の
HER2測
定のうち
陽性は46

質の高い
RCT1本

コメント（該当するセルに記入）

エビデンスの強さについて，RCT は「強（A）」からスタート，観察研究は「弱（C）」からスタート。
＊各ドメインは「高（－2）」，「中／疑い（－1）」，「低（0）」の3 段階。
＊＊エビデンスの強さは「強（A）」，「中（B）」，「弱（C）」，「非常に弱（D）」の4 段階。
＊＊＊重要性はアウトカムの重要性（1 ～ 9）。

HER2陰性の早期期乳癌に対して、TC療法（ドセタキ
セル＋シクロホスファミド併用療法）は勧められる

HER2陰性の早期期乳癌

TC*4

AC*4

リスク人数（アウトカム率）



【SR-8　評価シート　エビデンス総体（絶対効果指標の結果を記入する場合）】
診療ガイド

ライン
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究
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／
研
究
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＊
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＊
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＊
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＊
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版
バ
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ア
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＊
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昇
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観
察
研

究
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対
照
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分
母

対
照
群
分
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介
入
群
分
母

介
入
群
分
子

（％）

効
果
指
標

（
種
類
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効
果
指
標
統

合
値

95
%
信
頼
区
間

＊
＊

エ
ビ
デ
ン

ス
の
強
さ

＊
＊
＊

重
要
性

コメント

絶
対
効
果

効
果
指
標
統

合
値

95
%
信
頼
区
間

OS SR/1 -1 0 0 -1 4548 4597 HR 1.05 0.90-1.22 中 9
IDFS/DF
S

SR/1 -1 0 0 -1 4548 4597 HR 1.08 0.96-1.20 中 8

発熱性好
中球減少
症

SR/1
RCT/1

-1 -1 0 -1 4676 290 6.2% 4662 283 6.1%
Odds
Ratio

1.09 0.70-1.68 中 5

ORは基準
がTC
RDはほと
んどなし

RD 0
(-0.02 to
0.02)

末梢神経
障害G3以
上

SR/1 -1 0 -1 -1 4548 197 4.3% 4597 121 2.6%
Odds
Ratio

1.71 1.33-2.19 中 5

ORは基準
がTC
RDはほと
んどなし

RD 0.01
(0.00 to
0.02)

心不全G3
以上

SR/1 -1 0 -1 -1 4548 15 0.3% 4597 9 0.2%
Odds
Ratio

1.36 0.58-3.15 中 5

ORは基準
がTC
RDはほと
んどなし

RD
0.00

少ない
(0.00 to
0.00)

G3.4の有
害事象

SR/1
RCT/1

-1 -1 0 -1 31452 1804 5.7% 31597 1489 4.7%
Odds
Ratio

1.27 1.18-1.37 中 5

ORは基準
がTC
RDはほと
んどなし

RD 0.01
(0.01 to
0.01)

リスク人数（アウトカム率）

HER2陰性の早期期乳癌に対して、TC療法（ドセタキ
セル＋シクロホスファミド併用療法）は勧められる
HER2陰性の早期期乳癌 エビデンスの強さについて，RCT は「強（A）」からスタート，観察研究は「弱（C）」からスタート。

＊各ドメインは「高（－2）」，「中／疑い（－1）」，「低（0）」の3 段階。
＊＊エビデンスの強さは「強（A）」，「中（B）」，「弱（C）」，「非常に弱（D）」の4 段階。TC6

アンスラサイクリン→タキサン順次投与



OSの短縮
非盲検
あり

Heterogen
eity:
P=0.850,
I2=0%

TC*6
介入
がTC6

IDFS/DF
Sの短縮

非盲検
あり

Heterogen
eity:
P=0.386,
I2=1.2%

TC*6
介入
がTC6

発熱性好
中球減少
症の減少

非盲検
あり

Heterogen
eity:
P=0.0001,
I2=77%

TC*6
介入
がTC6

RDは
ほとん
どなし

末梢神経
障害の減
少

非盲検
あり

Heterogen
eity:
P=0.372,
I2=4.1%

イベン
ト数が
すくな
い

TC*6
介入
がTC6

RDは
ほとん
どなし

心不全
非盲検
あり

Heterogen
eity:
P=0.489,
I2=0%

イベン
ト数が
すくな
い

TC*6
介入
がTC6

RDは
ほとん
どなし

G3.4
非盲検
あり

評価できて
いない。

TC*6
介入
がTC6

好中球減少症

コメント（該当するセルに記入）



Emesis/vomiting

Febrile neutropenia

G3.4 RR



G3.4 RD

Heart failre
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